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特 集 数珠つなぎインタビュー

猪
名
川
流
域
の
み
ど
こ
ろ

メダカが泳ぐビオトープ

猪
名
川
の
源
流
は
、
兵
庫
県
自
然
公
園
特
別
地

域
に
指
定
さ
れ
た
大
野
山
（標
高
７
５
３
ｍ
）の
山

頂
近
く
に
あ
り
ま
す
。
岩
の
隙
間
か
ら
湧
き
出
す

一
滴
の
岩
清
水
が
渓
谷
を
下
り
、
一
庫
大
路
次

川
や
余
野
川
と
合
流
し
な
が
ら
、
神
崎
川
へ合
流

す
る
延
長
約
43

の
流
れ
と
な
り
ま
す
。
静
寂
の

悠
久
の
歴
史

多
田
銀
銅
山
遺
跡

活動報告

今西河川レン
ジャー協力員

水
生
生
物
観
察
会

（
清
和
台
小
学
校
）

6
月
24
日
（木
）
知
明
湖
キ
ャ
ン
プ
場
で
実
施

川
西
市
教
育
委
員
会
か
ら
ご
依
頼
い

た
だ
き
、
水
谷
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
清
和

台
小
学
校
の
水
生
生
物
観
察
の
講
師
を

つ
と
め
ま
し
た
。
透
き
通
っ
た
せ
せ
ら
ぎ
の

中
、
子
供
た
ち
に
川
の
生
き
物
を
探
し
て

捕
ま
え
て
も
ら
う
と
、
魚
や
巻
貝
が
た
く

さ
ん
！

サ
ワ
ガ
ニ
や
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
水
が

き
れ
い
な
場
所
に
す
む
指
標
生
物
が
多

く
見
つ
か
り
、
猪
名
川
の
水
質
が
き
れ
い

な
こ
と
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

猪
名
川
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
水
道
水
の
水
源
で
も
あ
り
ま
す
。
川
に

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
せ
ず
、
き
れ
い
な
猪
名

川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

トピックス

美
し
い
猪
名
川
の
源
流

清
浄
の
霊
地

多
田
神
社

猪名川→

多
田
神
社
は
、

武
士
社
会
の
基

礎
を
築
い
た
と

さ
れ
る
源
満
仲
が
、
「多
田
院
」と

し
て
天
禄
元
年(

９
７
０)

に
建
立

し
ま
し
た
。
以
来
、
鎌
倉
、
室
町
、

江
戸
幕
府
の
各
将
軍
家
か
ら
清

和
源
氏
の
祖
廟
と
し
て
保
護
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
寛
政
8
～
10
年

（
１
７
９
６
～
９
８
）
刊
行
の
『
摂

津
名
所
図
会
』
に
は
、
猪
名
川
に

面
し
て
〝
多
田
院

神
廟
〟
及
び

〝
多
田
院

釈
迦
堂
〟
が
描
か
れ
、

寺
で
あ
っ
た
頃
の
様
子
が
わ
か
り

ま
す
。
明
治
時
代
、
神
仏
分
離
令

等
に
よ
り
金
剛
力
士
立
像
（南
門

に
あ
っ
た
）は
満
願
寺
へ
、
鐘
楼
は

西
大
寺
（奈
良
市
）へと
移
さ
れ
る

な
ど
仏
教
色
あ
る
も
の
は
境
内
か

ら
一
掃
さ
れ
、
現
在
の
「多
田
神

社
」と
な
り
ま
し
た
。(

文

:

今
西

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
力
員)

多
田
銀
銅
山
は
、
兵
庫
県
猪
名
川
町
、
川
西
市
、
宝

塚
市
、
大
阪
府
能
勢
町
、
豊
能
町
、
池
田
市
、
箕
面
市

に
広
が
る
鉱
床
群
で
、
１
９
７
３
年
（昭
和
48
年
）の
閉

山
ま
で
銀
や
銅
を
産
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
猪
名

川
町
銀
山
地
区
は
、
遺
跡
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
り

２
０
１
５
年
10
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代
に
東
大
寺
大
仏
建
立

の
際
に
銅
を
献
上
し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
江

活動報告

特 集

当時の坑道（青木間歩）

猪名川の源流

猪
名
川
町
環
境
交
流
館
は
、
猪
名
川

町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
水
生
生
物
を
通
し
て
環
境
保
全

意
識
の
啓
発
を
図
る
施
設
で
す
。
猪
名

川
町
で
も
希
少
と
な
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
水
生
生
物
を
屋
外

ビ
オ
ト
ー
プ
と
屋
内
展
示
室
で
間
近
に

観
察
で
き
ま
す
。

大阪湾

猪名川町

尼崎市

伊丹市

一
庫
大
路
次
川

野尻川

大野山

川西市

猪名川の源流

多田銀銅山
遺跡

多田神社

猪名川町
環境交流館

中
、
ひ
っ
そ
り
と

生
ま
れ
る
清
流

が
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
る

猪
名
川
の
源
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。

戸
時
代
に
採
掘
さ
れ
た
銅

は
、
馬
を
使
っ
て
陸
路
で
運

ん
だ
後
、
小
曽
根
村
（
豊

中
市
）
や
下
河
原
村
（
伊

丹
市
）か
ら
川
船
を
使
っ
て

猪
名
川
を
下
り
、
大
阪
の

銅
座
に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
、
地
域
団
体
と
行
政
が
手
を
取
り
合
い
、
「メ
ダ
カ
を

守
り
、
美
し
い
自
然
を
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い
」と
の
願
い
を
込
め

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
を
担
う
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
な
が
わ
メ

ダ
カ
コ
ム
ズ
」は
、
メ
ダ
カ
の
里
親
制
度
、
水
生
生
物
の
調
査
や
飼

育
、
親
子
が
参
加
で
き
る
水
辺
観
察
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

km

水
谷
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

私
自
身
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
催
し
物

は
久
し
ぶ
り
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り

ま
し
た
。
お
よ
そ
２
時
間
の
観
察
会

は
あ
っ
と
い
う
間
、
そ
れ
は
子
ど
も
た

ち
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、
「
も
っ
と

時
間
が
ほ
し
か
っ
た
！
」と
い
う
意
見

を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水谷河川レンジャー

是
非
こ
の
体
験

を
ご
家
族
、
お

友
達
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

猪
名
川
町
環
境
交
流
館

｢

メ
ダ
カ
の
里
構
想｣

【猪
名
川
町
環
境
交
流
館

facebook

】

https:/
/
w

w
w

.facebook.com
/
kankyo.koryukan

摂津名所図会 （左：多田院釈迦堂／多田川 右：多田院神廟）
多田院の様子とともに、多田川（現在の猪名川） にかかる橋の上を歩く人々などが描かれている

出典 ： 国立国会図書館デジタルコレクション

 水生生物観察会（清和台小学校）

猪名川の源流／猪名川町環境交流館／
多田銀銅山遺跡／多田神社

「池田市立五月山児童文化センター」

猪名川流域のみどころ

 下流域を水害から守る猪名川防災作業拠点が完成
 河川愛護等功労者表彰を受賞



猪名川河川事務所 工務課
池田市上池田2 丁目2 番39 号
TEL：072-751-1111（代表）

猪名川河川レンジャーに関するお問い合わせは、Web サイトまたはメール
アドレスをご利用いただくか、猪名川河川事務所 工務課までご連絡下さい。

Webサイト http://www.iranger.jp/
メールアドレス info@iranger.jp

https://www.facebook.com/InagawaRanger

新たな
河川レンジャーも
募集中です！

Webサイト facebook

facebookでは、猪名川河川レンジャーの活動内容のほか、猪名川で見つけた自然や文化を紹介しています。

佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
楢
原
（元
）

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、
国
土
交
通
省
猪

名
川
河
川
事
務
所
長
よ
り
、
河
川
愛

護
等
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
な
ど
で
環
境
保

護
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
河
川
美
化
・愛

【お知らせ】

第10弾 猪名川のい～な！作品募集

猪名川の魅力を学び、語り、発信していただく機会となるよ
うに、猪名川の魅力を伝える写真と絵画を募集しています。
詳しくは、作品募集チラシ、または、猪名川
河川レンジャーのWebサイトをご覧ください。

※応募作品は順次Webサイトで ご紹介しています。 志築河川レンジャー

尼
崎
市
の
島
の
内
地
区
は
猪
名
川
・藻
川

に
囲
ま
れ
た
中
州
に
位
置
し
て
お
り
、
堤
防

が
決
壊
す
る
と
、
氾
濫
水
が
流
入
し
て
町
が

4
日
以
上
水
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
迅
速
な

避
難
行
動
、
洪
水
被
害
の
軽
減
、
避
難
時

間
確
保
の
た
め
の
水
防
活
動
、
生
活
再
建
や

経
済
活
動
回
復
の
た
め
の
排
水
活
動
な
ど

が
必
要
で
す
。
堤
防
の
強
化
と
併
せ
て
、
防

災
拠
点
・水
防
資
機
材
等
の
配
置
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
令
和
３
年
３
月
、
尼

崎
市
東
園
田
町
に
「猪
名
川
防
災
活
動
拠

点
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
防
災
倉
庫

が
整
備
さ
れ
て
資
機
材
が
保
管
さ
れ
、
水
防

訓
練
等
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
島
の
内

が
水
没
し
た
場
合
に
は
、
約
12
分
で
25
ｍ

プ
ー
ル
の
水
を
排
水
す
る
能
力
の
あ
る
排
水

ポ
ン
プ
車
の
作
業
拠
点
に
も
な
り
ま
す
。

安
心
・安
全
の
た
め
の
防
災
作
業
拠
点
で

す
が
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
災
害
が
発
生
し

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

(

文: 

志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー)

下
流
域
を
水
害
か
ら
守
る

猪
名
川
防
災
作
業
拠
点
が
完
成

整備前（国土地理院撮影）整備後（尼崎市HP ）

第
21
回
数
珠
つ
な
ぎ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
池
田
市
立
五
月
山
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
」

大東河川レンジャー

藪本センター長

インタビューの様子

中野さん

トピックス

河
川
愛
護
等
功
労
者
表
彰
を
受
賞

護
に
取
り

組
み
続
け

た
長
年
の

功
績
が
讃

え
ら
れ
た

も
の
で
す
。

■
五
月
山
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
す
か
？

身
近
な
自
然
や
科
学
、
文
化
な
ど
の
魅
力

を
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
体
験
施
設
で

す
。

池
田
市
の
指
定
管
理
を
受
け
て
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
シ
ア
タ
ー
部
門
、
自

然
部
門
、
科
学
部
門
、
作
る
部
門
、
遊
ぶ
楽
し

む
部
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
や
講
座

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
自
然
部
門
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

五
月
山
や
猪
名
川
な
ど
、
池
田
の
自
然
環

境
を
活
か
し
た
観
察
会
を
企
画
・
実
施
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ク
モ
の
観
察
会
、
セ
ミ
の
ぬ

け
が
ら
調
査
隊
、
冬
芽
の
観
察
会
、
五
月
山

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、
毎
年
恒
例
の
行
事
だ
け

で
も
十
数
件
。
そ
の
他
に
新
た
な
企
画
も
行
っ

て
い
ま
す
。

子
供
の
興
味
・関
心
は
驚
く
ほ
ど
深
く
、
興

味
を
持
っ
た
も
の
に
は
夢
中
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
観
察
会
の
際

に
は
、
そ
の
分
野
を
深
く
研
究
す
る
専
門
家

に
講
師
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
講
師
の
先
生
が

専
門
分
野
に
つ
い
て
熱
く
語
る
様
子
は
と
て
も

素
敵
で
、
子
供
は
そ
こ
に
惹
か
れ
て
、
難
し
い

内
容
も
ど
ん
ど
ん
吸
収
す
る
よ
う
で
す
。

■
猪
名
川
で
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？例

え
ば
、
５
月
に
は
河
川
敷
の
岩
石
観
察
会

を
、
9
月
に
は
水
辺
の
生
き
物
観
察
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
水
辺
の
生
き
物
観
察
会
は
、

「池
田
・人
と
自
然
の
会
」に
講
師
を
し
て
い
た

だ
き
、
猪
名
川
運
動
公
園
前
の
水
辺
で
10
年

以
上
継
続
し
て
い
ま
す
。
子
供
も
親
も
夢
中

に
な
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
今
後
の
活
動
の
課
題
は
何
で
す
か
？

新
し
い
も
の
を
い
か
に
取
り
入
れ
て
い

く
か
が
課
題
で
す
。
今
年
は
、
理
数
系
の

内
容
に
音
楽
や
工
作
な
ど
創
造
性
の
あ

る
要
素
を
足
し
て
、
よ
り
楽
し
い
学
び
に

な
る
よ
う
な
講
座
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
講
座
の
あ
り
方
に
つ

い
て
気
づ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
従
来

20
～
30
名
の
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し

た
講
座
を
数
名
の
規
模
で
実
施
す
る
と
、

と
て
も
丁
寧
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
容
の
充
実
し
た
良
い
も
の
に
な
り
、
講

座
の
あ
る
べ
き
姿
が
見
え
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

■
活
動
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
？

池
田
は
街
に
近
い
と
こ
ろ
に
山
や
川
が

あ
り
、
そ
こ
に
様
々
な
生
き
物
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
自
然
の
豊
か
さ
を
子
供
た
ち

に
伝
え
、
良
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
最
後
に
読
者
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

お
そ
ら
く
池
田
市
内
最
大
の
水
槽
が

あ
り
、
そ
こ
に
猪
名
川
の
生
き
物
た
ち

（
大
変
長
寿
！
）
が
い
き
い
き
と
泳
い
で

い
ま
す
。

ぜ
ひ
会
い

に
来
て
く

だ
さ
い
。

猪名川の生き物が泳ぐ大きな水槽

児
童
の
興
味
を
深
め
る
た
め
に
、

部
門
別
に
毎
月
ペ
ー
ス
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
各
分
野
の
専
門
家
へ

と
つ
な
が
り
、
招
待
で
き
る
人
脈

は
素
晴
ら
し
く
羨
ま
し
い
限
り
で

す
。
こ
う
な
る
ま
で
に
相
当
の
努

力
と
研
鑽
が
あ
っ
た
の
だ
と
、
お

2
人
の
人
柄
か
ら
納
得
す
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
達
は
簡
単
な
説
明
で
は

納
得
い
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

深
い
専
門
的
な
知
識
を
い
か
に

実
体
験
か
ら
落
と
し
込
め
る
か
、

各
部
門
で
小
さ
な
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
て
い
る
お
話
に
も
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
子
供
の
未
来
を

何
よ
り
も
真
摯
に
考
え
て
く
れ

る
、
五
月
山
児

童
文
化
セ
ン
タ

ー
の
存
在
こ
そ

が
金
メ
ダ
ル
だ

と
思
い
ま
し
た
。

大
東
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言大東河川レンジャー

猪
名
川
流
域
で
活
躍
す
る
団
体
や
施
設
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
大
東
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
五
月
山
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
藪
本
セ
ン
タ
ー
長
と

自
然
部
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
委
員
を
さ
れ
て
い
る
中
野
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（令
和
3
年
7
月
29
日
実
施
）

【五
月
山
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
】

http:/
/
g
o
jib

un.co
m

/

公
式
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ｏ
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ｔ
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『五
児
文
★
チ
ャ
ン
ネ
ル
』も
毎
週
配
信
中
！


